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 令和 6 年の新春を迎え、謹んで御挨拶を申し上げます。
全国の行政書士会及び会員の皆様におかれましては、日頃から日行連の事業推進に御理解と

御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。また、各地域において住民や行政機関からの期待に応え、
行政書士制度発展のために日々御尽力をいただいておりますことに、重ねて御礼申し上げます。

さて、昨年を振り返りますと、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は長期化し、また、地
震や豪雨、大規模な山火事などの自然災害が各地で発生するなど、様々な課題が継続しました。
一方、３年以上にわたり社会を混乱させ続けた新型コロナウイルス感染症の大流行はようやく
収束に向かい、再び人流も活発化するなど、明るい兆しも感じられた一年でした。私たちを取
り巻く状況は激しく変化しますが、行政書士として地域の皆様に寄り添う姿勢は常に忘れず、
身近な街の法律家としての責務をしっかりと果たしていかなければならないことは、決して変
わるものではありません。日行連としても引き続き、国民により頼りにされる行政書士制度とす
べく、本年も様々な施策に取り組んでまいります。

日行連の活動の最重要テーマは、「デジタル時代における行政書士制度の確立」です。その大
きなベースになるのは、令和５年９月１日にデジタル庁と締結した連携協定です。これは、「誰
一人取り残されないデジタル社会」の実現のために必要な事業の企画・実施に関して、日行連
とデジタル庁が相互に協力して推進することを約束したものであるとともに、今後の行政手続
のオンライン化・デジタル化における行政書士への期待、そして私たちの責務を表したもので
もあります。日行連は、この協定を更なる弾みとして、永年にわたり行政手続に携わり積み上
げた行政書士の知見を生かし、様々な提言を行うとともに、デジタル社会の実現に向けた行政
書士の更なる活用を求めてまいります。

また、そのようなデジタル社会の基盤構築の一つとして、昨年度も実施したマイナンバーカー
ドの代理申請手続事業にも改めて取り組みます。昨年度とは仕組みを変え、各単位会と地元自
治体での連携により進めていただくものとなりますので、会員の皆様も含め地域一丸となって、
積極的に御協力いただきますようお願い申し上げます。

そして、今、日行連として最も大きな目標として掲げているのは、デジタル社会に機能する
行政書士法の改正です。デジタル社会における行政手続においては、従来の事前審査から事後
調査に重点がシフトすることが予測されます。その想定の下、新時代の行政手続にしっかりと
対応できる行政書士制度とするべく、学識経験者や総務省と連携しながら法改正を推進してま
いります。

私は日頃より、行政書士という資格者は、国民の皆様が不安や困りごとに直面したとき、真っ
先に「そうだ、行政書士に相談しよう！」と想起していただけるような存在になるべきだと考え
ています。社会がどのように変化しても、私たちは常に国民に寄り添い、国民から必要とされ
る存在となるべく、努力を続けなければなりません。今後も会員の皆様と共に研鑽に励み、確
固たる地位の確立と制度の維持発展に全力を尽くしてまいりますので、引き続き御協力くださ
いますようお願い申し上げます。

最後に、この新しい年が全国の行政書士会及び会員の皆様にとりまして、実り豊かなものと
なることを祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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